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村上市行政改革大綱前期実施計画の平成２３年度取り組みに 

対する意見について（答申） 

 

平成２４年８月２９日付けで諮問された標記について、本委員会で審議した結果を下記

のとおりまとめましたので、今後更なる行政改革の推進に取り組み、住民福祉の向上に努

めてください。 

 

 

記 

 

 

計画に対する取り組みとして、全体的には予定された内容の実施がみられるものの、取

り組みがなされていない内容も多々見受けられる。これは、職員及び組織の行財政改革に

対する認識の不足と意識の希薄さが要因と思われる。再度、職員及び組織全体が行財政改

革は何のために必要であるのかを考え、その重要性を認識し、住民サービスの維持・向上

に向けた行財政改革を実行していただきたい。 

また、定員適正化計画に基づき職員数を管理することは、行政コストの縮減において必

要であり、効果的である。しかし、縮減されたことにより住民サービス等の低下をきたさ

ないよう継続的な組織・機構及び事務事業の検証と見直しを併せて行い、将来的な年齢構

成も踏まえつつ、適正に管理していただきたい。 

 さらに、村上市の重点施策である市民協働のまちづくりは、市民と行政が協働で取り組

むことの理念を全職員で認識していかなければならない。そのために職員は積極的に地域

活動へ参加し、地域の実情を市民と共有していくことが必要である。 

 なお、進捗管理表の確認により、個別項目に対して意見のあるものについては進捗管理

表に記載したので、事務事業の改善及び行政改革大綱後期実施計画策定に反映していただ

くことを求めます。 

 

 

 


